
第 172回 大阪府内水面漁場管理委員会 

次第 

 

１ 日 時   令和６年３月 14日（木曜日） 

        午後３時 00分から 

         

２ 場 所   大阪府咲洲庁舎 23階 

内水面漁場管理委員会室 

 

３ 議 題     

（１）令和６年度あゆ増殖計画 

（２）コイヘルペスウイルス病まん延防止のための委員会

指示 
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大阪府内水面漁場管理委員会議案 

 

コイヘルペスウイルス病まん延防止のための 

委員会指示について 

 

 漁業法(昭和 24 年法律第 267 号)第 120 条第１項及び第 171 条第４項

の規定により、コイヘルペスウイルス病まん延防止について、 

大阪府内水面漁場管理委員会指示の発動に関し、審議を求める。 

 

  令和６年３月１４日  

第 172回内水面委員会 
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(参考) 

漁業法（昭和二十四年法律第二百六十七号） 

施行日： 令和二年十二月一日（平成三十年法律第九十五号による改正） 

 

（海区漁業調整委員会又は連合海区漁業調整委員会の指示） 

第百二十条 海区漁業調整委員会又は連合海区漁業調整委員会は、水産動植物の繁殖保護を図

り、漁業権（第六十条第一項に規定する漁業権をいう。以下同じ。）又は入漁権（同条第七項に規

定する入漁権をいう。次条第一項において同じ。）の行使を適切にし、漁場の使用に関する紛争

の防止又は解決を図り、その他漁業調整のために必要があると認めるときは、関係者に対し、水

産動植物の採捕に関する制限又は禁止、漁業者の数に関する制限、漁場の使用に関する制限

その他必要な指示をすることができる。 

２～１２ 略 

 

（内水面漁場管理委員会） 

第百七十一条  

１～３ 略 

４ この法律の規定による海区漁業調整委員会の権限は、内水面における漁業に関しては、内水

面漁場管理委員会が行う。ただし、第一項ただし書の規定により内水面漁場管理委員会を置か

ない都道府県にあつては、当該都道府県の知事が指定する海区漁業調整委員会が行う。 

 

 

 

持続的養殖生産確保法（平成十一年法律第五十一号） 

施行日： 平成二十八年四月一日（平成二十六年法律第六十九号による改正） 

（定義） 

第二条 略 

２ この法律において「特定疾病」とは、国内における発生が確認されておらず、又は国内の一部

のみに発生している養殖水産動植物の伝染性疾病であって、まん延した場合に養殖水産動植物

に重大な損害を与えるおそれがあるものとして農林水産省令で定めるものをいう。 

３ 略 

 

持続的養殖生産確保法施行規則（平成十一年農林水産省令第三十一号） 

施行日： 令和二年十二月二十一日（令和二年農林水産省令第八十三号による改正） 

（特定疾病） 

第一条 持続的養殖生産確保法（以下「法」という。）第二条第二項の特定疾病は、次の表の上欄

に掲げる水産動植物の種類に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる伝染性疾病とする。 

こい コイ春ウイルス血症、コイヘルペスウイルス病、レッドマウス病 

 



（特定疾病についての届出義務） 

第七条の二 養殖業を行う者又はこれに従事する者は、その所有又は管理に係る養殖水産動植

物が特定疾病にかかり、又はかかっている疑いがあることを発見したときは、農林水産省令で定

める手続に従い、遅滞なく、当該養殖水産動植物の所在地を管轄する都道府県知事にその旨を

届け出なければならない。 

２ 前項の規定による届出を受けた都道府県知事は、当該届出をした者に対し、当該養殖水産動

植物について都道府県知事の行う検査を受けるべき旨を命ずることができる。 

３ 都道府県知事は、第一項の規定による届出に係る養殖水産動植物がかかり、又はかかって

いる疑いがある疾病が特定疾病であると認めるときその他特定疾病が発生したと認めるときは、

農林水産省令で定める手続に従い、遅滞なく、その旨を農林水産大臣に報告するとともに、関係

都道府県知事に通報しなければならない。 

 

（養殖水産動植物の移動制限等） 

第八条 都道府県知事は、特定疾病がまん延するおそれがあると認めるときは、そのまん延を防

止するため必要な限度において、次の各号に掲げる命令をすることができる。 

一 特定疾病にかかり、又はかかっている疑いがある養殖水産動植物を所有し、又は管理する者

に対し、当該養殖水産動植物の移動を制限し、又は禁止すること。 

二 特定疾病にかかり、又はかかっている疑いがある養殖水産動植物を所有し、又は管理する者

に対し、当該養殖水産動植物の焼却、埋却その他特定疾病の病原体の感染性を失わせる方法

による処分を命ずること。 

三 特定疾病にかかるおそれのある養殖水産動植物（都道府県知事が指定する区域内に所在す

るものに限る。）を所有し、又は管理する者に対し、当該養殖水産動植物の移動を制限し、又は禁

止すること。 

四 特定疾病の病原体が付着し、又は付着しているおそれのある漁網、いけすその他農林水産

省令で定める物品を所有し、又は管理する者に対し、その消毒を命ずること。 

２ 都道府県知事は、前項の規定による命令につき、農林水産省令で定める手続に従い、その実

施状況及び実施の結果を農林水産大臣に報告するとともに、関係都道府県知事に通報しなけれ

ばならない。 

３ 第一項の規定による命令については、審査請求をすることができない。 

 





単位：件

全国

池、水槽 浄水場 河川 検査数計 うち陽性 陽性

H16年 15 6 69 90 24 910

H17年 36 3 12 51 9 310

H18年 9 6 12 27 0 182

H19年 6 0 3 9 3 133

H20年 0 0 3 3 0 101

H21年 15 0 0 15 6 75

H22年 3 3 0 6 0 43

H23年 0 3 3 6 0 32

H24年 3 1 3 7 0 70

H25年 2 0 0 2 1 26

H26年 1 0 2 3 0 37

H27年 0 0 0 0 0 17

H28年 0 0 0 0 0 21

H29年 4 0 0 4 2 31

H30年 1 0 1 2 1 42

R1年 2 0 0 2 1 27

R2年 1 0 0 1 0 15

R3年 0 1 0 1 0 2

R4年 0 1 0 1 0 13

R5年 1 0 0 1 0 14

大阪府年
（1月～12月）

コイヘルペスウイルス病の検査実績

第172回内水面委員会
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